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要 約

牛の剖検例7,512例 中 ユ例に内臓 逆位が認め られ た.本 例 は8カ 月齢,雌 の黒毛和種 であった.第1胃 と脾臓 は右側

に位 置 し,第3胃,第4胃,小 腸,盲 腸,結 腸 お よび肝臓 は左 側に位置 していた.左 肺は5葉 と気管の気 管支 を,右 肺

は3葉 を備 えていた.心 臓 は正常心臓 の鏡像 を示 し,大 動脈 は右 側 を後走 してい た.そ の他,本 例 に は牛 にお け る

Kartagener症 候 群 の存在 を示唆す る副 鼻腔 炎が認 め られた,キ ー ワー ド:牛,副 鼻腔炎,内 臓逆位.
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動 物 体 の外 観は頭部 か ら尾部 まで体軸 に対 してほぼ左

右対称 であるが,体 内の臓 器の配置 はすべ てが左右対称

ではない.一 般的 には心臓や 胃,脾 臓は左側 に,肝 臓 は

右側 に偏位 している.し か し,ま れ には内臓 が通常 とは

異なった配置 を示す ことがあ り,脊 椎動物 の内臓 の位置

は(1)正 常(通 常)位,(2)正 常 位 の鏡像であ る逆位,

(3)そ れ ら以 外 の非(不)定 位,に 分 類 されて い る

[1-6]。

人 の 内臓 逆位 は 一般 人 のX線 検査 で は0.011%[7]

か ら0.014%[8]に 検 出され,病 院で診 察 を受 けた患

者 では0.001%[9]か ら0.005%[10],病 院 で剖検 さ

れた患者で は0.013%[9]に 検 出 されている.

人以外 の内臓逆位 に関連す る報告 は馬 の2例[11,12],

豚 の1例[13],犬 の5例[14-18],ラ ッ トでは20,000

例 中2例[19]と7,095例 中4例[20]お よ び他 のラ ッ

ト2例[21]で 認 め られ,マ ウスでは遺伝性 の内臓逆位

を示 す系 統が確立[22,23]さ れ て いる.い っぽ う,牛

にお け る内臓 位 の異常 は無脾 を伴 う内臓 非定位 の2例

[24],多 脾 を伴 う内臓 非定 位の1例[25]な ど と,心

臓,肺 お よび肝臓の解剖学的所見か ら内臓逆 位が示唆 さ

れた1例[26]が 報 告 されてい る.著 者 らは宮崎 県内の

これ までの剖 検調査か ら1例 の子牛 で内臓逆位 を認 めた

ので,そ の解剖学 的所 見について報告す る.

症 例 と 考 察

症例 は8カ 月齢 の黒毛和種 牛,雌 であった.本 例 は出

生時 より頸部 が右側へ屈 曲 してお り,そ の後発育不 良の

ため教育 ・研究用 に提供 された.宮 崎大 学動物実験 規則

に従い,本 例はキシラジン前処置,ペ ントバルビタール

ナ トリウム麻酔下で安楽死を行った.

剖検時,体 格は小 さく削痩 し,頸 部が右側へ屈曲する

他,右 前頭部が膨隆していた.剖 検により第1頸 椎 と後

頭骨は癒合し,膨 隆 した右前頭部の右前頭洞には黄色 ・

泥状の膿を満たしていた.右 側位の肺の前葉後部の辺縁

部と左側位の肺の前葉 と中葉は黒赤色 ・無気肺で硬結し

ていた.ま た,大 脳の側脳室は軽度の拡張を示 してい

た.

腹腔内臓は正常の鏡像逆位を示し,第1胃 は腹腔の右

側部を占め,脾 臓 は第1胃 の右壁に付着していた.第3

胃,第4胃,小 腸,盲 腸および結腸は腹腔の左側に位置

していた(図1).肝 臓は左前腹部に位置 し,そ の右半部

はやや扁平,左 半部は尾状突起 と乳頭突起を備えて厚

図I症 例の内臓の左側望

HE:心 臓JE:空 腸LE:肝 臓LL:左 肺

(2):第2胃(3):第3胃(4):第4胃
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図2鏡 像肺の背面

TB:気 管の気管支(1):左 肺 の前葉前部

(2):同 前葉後部(3):同 中葉(4):同 後葉

I:右 肺の前葉前部II:同 前葉後部III:同 後葉

く,正 常肝臓の鏡像を示 していた.

右側位の肺は前葉前部,前 葉後部および後葉で構成さ

れて気管の気管支を欠き,左 側位の肺は前葉前部,前 葉

後部,中 葉,後 葉および副葉で構成されて気管の気管支

を備え,本 例の肺は正常肺の鏡像を示していた(図2).

心臓はやや右側に偏在し,正 常心臓の鏡像を示してい

た(図3).前 大静脈は左側に存在 し,右 側に前大静脈は

存在 しなかった.こ の左前大静脈 と後大静脈および冠状

静脈洞は左側に位置する心房に流入していた.左 側の心

房は心耳が右側のものより細長く,心 房中隔面に卵円窩

縁が存在し,形 態学的右心房であった.こ の心房は三尖

弁を介 して左前方に位置する心室に連絡 していた.こ の

心室には中隔縁柱と室上稜が備わり,中 隔面には肉柱が

豊富で,形 態学的右心室の特徴を示 し,そ の右上部から

肺動脈が起始 していた.肺 静脈が流入する右側位の心房

は心耳が鈍三角形を示し,心 房中隔面には一次中隔が認

め られ,形 態学的左心房の特徴を示 していた,こ の心房

は2枚 の僧帽弁を介 して右後位の心室と結合 していた.

この心室は中隔面が平滑で,側 壁には2個 の乳頭筋を備

え,形 態学的左心室の特徴 を示していた.大 動脈はこの

心室か ら起始し,冠 状動脈 と腕頭動脈を分岐 した後,左

肺動脈の背位を通過 して食道と器官の右側を後走 してい

た.

図3鏡 像心臓の前面

AA:上 行大動脈AD:下 行 大動脈AV:前 大静脈

BT:腕 頭動脈LA:右 側位の形態学的左心房

LV:右 側位の形態学的左心室P:肺 動脈幹

RA:左 側位の形態学的右心房

RV:左 側位の形態学的右心室

今 回観 察 した牛 は内臓 の位置が正常(通 常)の 鏡像 を

示す 内 臓逆 位 であ った.内 臓 逆位 は人 で は0.001～

0.01%の 頻 度 で発生す る[7-10]と い わ れて い るが,

今 回の症例 は1979～2006年 に宮崎大学 で剖検 された牛

7,512例(黒 毛和種5,740例,ホ ルス タイ ン種1,351例,

そ れ らの交雑種 またはその他の牛種421例)中 のわずか

1例(0-013%)に 認 め られた もので,牛 にお ける内臓

逆位 の発生 はまれである と考え られ た,

人 の内臓逆 位では,転 換 した内臓 は正常 に発育 し,内

臓 の位置異常 はその内臓機能 に影響 しない[27,28]と

い われている.内 臓逆位で心内奇形 を示 した もの はわず

か0.5%[28],ま た心 奇形患 者で内臓逆 位 を示 した も

のは0.8%[29]と い われ ている.し か し,一 般 人のX

線 検査 で発見 され た内臓 逆位 の158例 中5例(3.2%)

[30],ま た は病院で受診 した内臓逆位 の患者49例 中20

例[31]で 心 奇形が認め られ ている.さ らに脊椎[30]

や腹 部内臓[32]の 異 常 な ど,心 外 奇形の合併頻度が高
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いことも知 られている.今 回の子牛では第1頸 椎 と後頭

骨の癒合が認められた.さ らに本例は前頭洞の蓄膿症を

示 していた.人 では内臓逆位の8～18%[10,31,33]

は慢性副鼻腔炎 と気管支拡張症を合併し,そ れはKarta-

gener症 候群[33]と 呼ばれている.本 症候群は線毛運

動異常症候群の一分症[17,18]で,そ の呼吸器病は呼

吸器道粘膜の線毛の先天的な構造的 ・機能的異常に・基づ

く二次的な粘液輸送障害によるもの[33]と いわれてい

る.人 以外の動物では5例 の犬でKartagener症 候群の

発生[14-18]が 知 られているが,今 回の子牛に認めら

れた前頭洞の慢性化膿性炎の合併は牛におけるKarta-

gener症 候群の存在を示唆するものとも考えられた.な

お本例の右肺の前葉後部の辺縁部 と左肺の前葉と中葉は

黒赤色 ・無気肺で硬結していたが,こ の新鮮な肺の病変

と慢性副鼻腔炎との関係 を明らかにすることはできなか

った.

本症例の原因に関連 して内臓の回転や左右非対称性を

制御 している機構は完全には解明されていないが,鶏 胚

の初期心臓 の左側 にSonic hedgehogやNodalと 呼ば

れるタンパク質とともに遺伝子Pitx2が 発現 して原始心

筒 のルー プ形成が右方向へ決定 され,そ の後 さらに

Pitx2が 非対称性器官の左側に発現することが明 らかに

なってお り[34],本 症例の解析は内臓逆位の発生機構

解明に寄与すると考えられた.
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Situs Inversus in a Calf

Takayuki MURAKAMI *•õ, Mitsuyoshi HAGIO and Shunichi KAIZO

* Faculty of Agriculture, Miyazaki University, 1-1 Gakuen-Kibanadai-Nishi, Miyazaki-Shi,
889-2192,JaPan

SUMMARY

One case of situs inversus was discovered among 7,512 necropsied cattle. This case was an eight-month-old

female Japanese Black calf. In this calf the rumen and spleen were located on the right, while the omasum,

abomasums, small intestine, cecum, colon and liver were to the left of the midline. The left lung had five lobes

and tracheal bronchus and the right lung had three lobes. An image of the heart showed a mirror situs of the

normal heart and the aorta coursed to the right. In this case, paranasal sinusitis suggesting the presence of

Kartagener's syndrome in the cattle was detected.  Key words : cattle, paranasal sinusitis, situs inversus.
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